
《
紫
式
部
日
記
絵
詞
》
（
以
後
は
絵
訶
と
記
す
）
は
『
紫
式
部
日
記
』
（
以
下
『
日

記
』
と
記
す
）
を
題
材
に
絵
巻
形
式
に
絵
画
化
し
た
造
形
作
品
で
あ
る
。
『
日
記
』

は
一
○
○
八
（
寛
弘
五
）
年
か
ら
一
○
一
○
（
寛
弘
七
）
年
ま
で
の
記
録
と
消
息
文

と
呼
ば
れ
る
箇
所
で
構
成
さ
れ
る
。
絵
詞
で
は
、
寛
弘
五
年
九
月
十
一
日
に
誕

生
し
た
敦
成
親
王
の
三
日
目
の
夜
の
産
養
の
儀
か
ら
始
ま
り
、
途
中
に
欠
失
し

た
箇
所
が
あ
る
も
の
の
『
日
記
』
最
終
の
記
述
部
分
ま
で
を
造
形
化
し
て
い
る
。

絵
詞
は
現
在
六
カ
所
（
蜂
須
賀
家
《
詞
七
段
、
絵
八
図
》
、
藤
田
美
術
館
《
詞
六

段
、
絵
五
図
》
、
五
島
美
術
館
《
詞
三
段
、
絵
三
図
》
、
日
野
原
家
《
詞
六
段
、

絵
六
図
》
、
東
京
国
立
博
物
館
《
詞
一
段
、
絵
一
図
》
、
森
川
家
《
詞
一
段
、
絵

一
図
》
）
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
詞
二
十
四
段
と
絵
二
十
四
図
が
残

る
が
、
詞
と
絵
が
同
一
の
箇
所
を
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
二
十
七

段
分
が
存
在
す
る
。

詞
害
料
紙
は
、
全
段
を
通
し
同
じ
趣
向
の
装
飾
が
な
さ
れ
て
い
る
。
紙
は
褐

色
の
濃
淡
の
二
種
類
を
、
二
段
ご
と
に
替
え
な
が
ら
、
そ
の
上
に
金
と
銀
の
霞

箔
や
砂
子
で
細
長
い
雲
形
を
何
本
か
組
み
合
わ
せ
た
ひ
と
固
ま
り
の
大
き
な
雲

団
を
全
体
の
装
飾
構
想
に
沿
っ
て
上
中
下
の
三
部
に
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

詞
耆
は
、
（
江
戸
時
代
の
鑑
定
に
よ
る
と
、
後
京
極
良
経
と
い
わ
れ
る
が
、
根
拠

が
確
定
的
で
は
な
い
）
後
京
極
流
の
文
字
一
筆
で
二
十
四
段
全
文
書
か
れ
て
い

う
（
ぜ
○

詞
耆
部
分
に
関
し
て
は
、
以
上
か
ら
一
つ
の
構
想
の
下
に
統
一
さ
れ
て
造
形

化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
絵
画
部
分
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
造

形
化
さ
れ
て
い
る
の
か
を
以
下
に
考
察
す
る
。

画
面
構
成
に
関
す
る
一
考
察
ト

は
じ
め
に

紫
式
部
日
記
絵
詞

一
、
絵
の
段
の
現
状
ｌ
『
日
記
』
本
文
と
の
比
較
か
ら
ｌ

諸
家
に
分
蔵
さ
れ
た
二
十
四
図
が
『
日
記
』
の
ど
の
部
分
に
相
当
す
る
か
を

錯
簡
の
あ
る
も
の
は
順
序
を
正
し
て
次
に
記
す
。
三
十
七
段
を
通
し
て
番
号
を

付
す
）

１
、
蜂
一
図
「
三
日
に
な
ら
せ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
わ
た
し
た
り
」
ロ
ー
理
》
屋
も
』
副
匙

（
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
『
紫
式
部
日
記
』
の
頁
数
と
行
数
、
以
下
同
じ
）

２
、
蜂
二
図
「
五
日
の
夜
は
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
あ
い
か
ほ
な
り
」
ロ
産
翌
》
今
己
と
理
》
畠

３
、
蜂
三
図
「
お
も
の
ま
い
る
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
こ
そ
侍
し
か
」
ロ
』
理
》
匡
己
』
詔
面

「
夜
ふ
く
る
ま
ま
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
を
り
か
ょ
は
す
」
己
圭
認
》
届
も
産
認
》
展

４
、
蜂
六
図
「
お
も
の
ま
い
り
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
せ
ん
し
な
り
」
ロ
ム
雪
』
ｌ
ロ
ー
雪
逃

５
、
蜂
七
図
「
そ
の
よ
の
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
よ
る
こ
ひ
侍
し
」
己
』
雪
》
午
己
圭
雪
》
旨

６
、
藤
一
図
「
上
達
部
の
‐
１
１
‐
‐
ｌ
ひ
と
く
そ
み
え
し
」
ロ
』
雪
．
届
己
畠
詔
娼

７
、
藤
二
図
「
ま
た
の
ょ
月
’
’
１
１
１
１
つ
つ
い
た
り
」
ロ
産
詔
面
１
℃
と
認
》
屋

８
、
藤
三
図
「
北
の
陣
に
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
し
な
し
な
に
た
ま
ふ
」

己
．
一
切
、
》
」
四
１
℃
．
吟
切
Ｐ
］

９
、
藤
四
図
「
七
日
よ
は
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
つ
つ
と
る
」

ロ
・
一
切
や
》
国
１
℃
．
↑
、
Ｐ
呂
吟

一
、
絵
の
段
の
現
状
ｌ
『
日
記
』
本
文
と
の
比
較
か
ら
’

二
、
画
面
上
で
の
建
築
モ
チ
ー
フ
と
人
物
モ
チ
ー
フ
・
自
然
モ
チ
ー
フ
の
配
置

の
仕
方

三
、
各
段
の
建
築
モ
チ
ー
フ
の
傾
斜
角
度

四
画
面
構
成
法
の
特
質

目
次

池
田
洋
子
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一
繩
Ⅱ
洲
繩
鵬
揃
鮴
＃
癖
刺
聯
汕
嶬
珊
州
鮴
飾
細
１
御
嶋
鯆
肺
葬
榊
一

以
上
の
よ
う
に
な
る
。
１
か
ら
５
ま
で
（
蜂
須
賀
家
本
）
、
６
か
ら
Ⅱ
ま
で
（
藤

田
美
術
館
本
）
の
二
カ
所
は
、
『
日
記
』
本
文
が
継
続
し
て
い
る
。
岨
か
ら
Ⅳ
ま

で
も
咽
を
い
れ
る
と
継
続
す
る
が
、
（
略
に
関
し
て
は
肥
の
あ
と
の
部
分
谷
．

ミ
ョ
．
届
‐
ロ
ミ
函
．
巴
に
入
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
の
で
保
留
し
て
あ
と
で

述
べ
る
）
一
応
一
つ
の
纒
ま
り
は
あ
る
。

皿
と
躯
は
消
息
文
と
称
さ
れ
る
箇
所
か
ら
の
絵
画
化
で
あ
る
。
岨
、
岨
、
別

に
は
、
皿
と
〃
が
現
行
の
『
日
記
』
本
文
を
見
る
限
り
連
続
し
な
い
。
両
者
は

別
の
纒
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
肥
か
ら
〃
ま
で
は
日
野
原
家
本
と
蜂
須

252423222120
、、、、、、

19181716151413121110
、、、、、、、、、、

2726
、、

図
欠
失
「
行
幸
ち
か
く
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
す
ぐ
し
つ
つ
」
ロ
』
臼
》
守
口
孟
岸
田

藤
五
図
「
か
れ
も
さ
こ
そ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
う
る
は
し
」
ロ
急
兵
屋
己
』
Ｓ
と

五
一
図
「
く
れ
て
月
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
は
な
た
す
」
ロ
』
雪
》
田
も
』
認
》
崖

五
二
図
「
御
い
か
は
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
見
侍
ら
す
」
ロ
全
鮫
届
己
』
宅
面

東
一
図
「
こ
よ
ひ
少
輔
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ま
い
り
た
ま
ふ
」
ロ
全
Ｐ
午
直
孟
Ｐ
ｇ

日
四
図
（
詞
欠
失
）
推
定
直
孟
Ｐ
屋
‐
壱
全
Ｐ
届

五
三
図
「
宮
の
大
夫
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
き
き
い
た
り
」
ロ
急
Ｐ
屋
ｌ
ロ
ミ
Ｐ
屋

森
一
図
「
お
そ
る
し
か
る
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
こ
と
は
り
な
り
」
ロ
ミ
』
》
キ
ミ
民
屋

図
欠
失
「
き
い
に
あ
を
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
か
と
見
ゆ
」
ロ
全
Ｐ
牢
ロ
崖
Ｐ
、

日
１
図
「
り
む
し
の
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
つ
と
め
て
」
ロ
浅
脚
届
‐
ロ
孟
障
届

「
と
の
の
、
『
ノ
え
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
お
ほ
ノ
＼
は
へ
る
」
ロ
孟
騨
中
や
浅
い
届

蜂
五
図
「
し
は
す
の
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
こ
た
れ
し
」
己
』
認
》
届
些
謹
逃

蜂
八
図
（
詞
欠
失
）
推
定
つ
ち
◎
扇
‐
ロ
』
君
》
届

蜂
四
図
「
宮
の
お
ま
へ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
‐
ま
つ
ら
せ
給
」
己
函
白
》
今
己
面
白
と

日
二
図
（
詞
欠
失
）
推
定
己
面
宝
当
己
面
三
面

日
三
図
「
わ
た
殿
に
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
し
か
ら
ま
し
」
ロ
靹
宣
》
雫
口
西
宝
》
屋

図
欠
失
「
二
宮
の
御
い
か
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
か
り
給
め
り
し
」

己
．
画
つ
ふ
》
』
つ
１
℃
．
可
つ
、
》
」

日
五
図
「
ひ
さ
し
の
御
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
か
み
に
そ
あ
り
し
」
ロ
ｇ
卸
甲
乙
面
ｓ
産

日
六
図
「
右
の
お
と
と
‐
１
１
‐
‐
‐
見
は
へ
り
し
」
ｐ
ｇ
Ｐ
印
己
靹
二
首

二
、
画
面
上
で
の
建
築
モ
チ
ー
フ
と
人
物
モ
チ
ー
フ
・
自
然
モ
チ
ー
フ
の
配
置

の
仕
方

１
、
三
日
夜
の
産
養
の
儀
の
場
面

建
築
モ
チ
ー
フ
は
天
地
の
界
線
に
平
行
な
線
と
左
上
方
に
向
か
う
斜
線
と
で

表
す
上
長
押
線
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
十
二
世
紀
的
な
安
定
感
の
あ
る
構
成
を

つ
く
る
。

人
物
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
の
建
築
モ
チ
ー
フ
の
線
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
る
。
描

か
れ
た
人
物
は
皆
黒
い
束
帯
を
身
に
つ
け
て
並
ん
で
座
っ
て
い
て
、
特
定
で
き

る
よ
う
な
人
が
い
な
い
表
現
で
あ
る
。

画
面
は
静
か
で
、
全
く
安
定
し
た
構
成
で
形
作
ら
れ
る
。

２
、
五
日
夜
の
産
養
の
儀
の
場
面

建
築
モ
チ
ー
フ
は
画
面
右
上
方
に
、
右
下
が
り
の
斜
線
で
高
欄
付
き
の
縁
を

描
き
、
画
面
右
端
で
左
下
が
り
の
斜
線
に
折
れ
曲
が
り
階
段
を
表
し
、
「
逆
く
」

の
字
型
を
形
図
く
る
。
人
物
モ
チ
ー
フ
は
画
面
左
に
左
下
が
り
に
二
列
に
並
び
、

左
端
で
右
下
が
り
の
線
に
折
れ
曲
が
り
、
画
面
下
端
中
央
で
黒
い
束
帯
姿
の
人

物
へ
と
続
く
。

建
築
モ
チ
ー
フ
と
人
物
モ
チ
ー
フ
と
で
画
面
上
に
斜
め
に
矩
形
を
形
作
く
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
庭
に
控
え
る
人
物
た
ち
の
数
の
多
さ
を
表
す
た
め
に
人
物

賀
家
本
と
が
入
り
交
じ
っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
邪
と
別
は
『
日
記
』
本
文

で
は
ほ
ぼ
連
続
す
る
。

『
日
記
』
本
文
は
別
の
あ
と
寛
弘
六
年
正
月
の
記
載
に
な
る
。
妬
、
恥
、
〃
は

そ
の
正
月
、
二
宮
の
五
十
日
祝
の
儀
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
連
続
し
て

い
る
。
連
続
箇
所
を
整
理
す
る
と
、
Ａ
（
１
１
５
）
、
Ｂ
（
６
１
Ⅱ
）
、
Ｃ
（
岨
Ｉ
Ⅳ
）
、

Ｄ
（
路
・
別
）
、
Ｅ
（
妬
１
町
）
が
考
え
ら
れ
る
。

肥
か
ら
躯
ま
で
す
な
わ
ち
日
野
原
家
本
第
一
図
・
蜂
須
賀
家
本
第
五
図
・
第

八
図
・
第
四
図
と
、
日
野
原
家
本
の
第
四
図
が
非
連
続
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

内
、
蜂
須
賀
家
本
第
五
図
と
日
野
原
家
本
第
四
図
の
二
図
は
『
日
記
』
本
文
の

注
１

何
処
に
該
当
す
る
絵
で
あ
る
か
を
め
ぐ
り
諸
説
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
も
含
ん

で
、
次
に
各
図
の
画
面
を
考
察
す
る
。
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紫式部日記絵詞

モ
チ
ー
フ
の
塊
が
、
建
築
モ
チ
ー
フ
の
軽
さ
に
対
し
て
重
量
を
も
っ
て
描
か
れ

つ
く
》
○

さ
ら
に
、
夜
の
帷
の
な
か
、
銀
色
に
塗
ら
れ
た
地
面
と
人
物
達
が
着
る
下
着

の
赤
い
色
や
狩
衣
の
藍
の
対
比
が
場
面
の
華
や
か
さ
を
物
語
る
。
篝
火
の
た
か

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
や
熱
も
感
じ
ら
れ
て
、
人
々
の
熱
気
も

表
現
し
て
い
る
。

こ
の
図
に
も
特
定
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
物
が
主

体
に
な
っ
た
場
面
作
り
が
さ
れ
て
い
る
。

３
、
中
宮
に
御
膳
を
さ
し
あ
げ
る
場
面

画
面
横
幅
が
二
○
、
三
セ
ン
チ
と
最
も
短
い
。
縦
幅
が
二
一
セ
ン
チ
な
の
で

ほ
ぼ
正
方
形
の
画
面
で
あ
る
。

建
築
モ
チ
ー
フ
は
画
面
下
方
に
左
下
が
り
に
引
か
れ
た
上
長
押
の
線
に
平
行

に
畳
が
敷
か
れ
た
建
物
奥
深
く
の
室
内
を
、
覗
き
込
む
格
好
に
描
か
れ
る
。
そ

の
畳
の
上
に
台
盤
三
脚
が
、
二
つ
は
建
築
モ
チ
ー
フ
に
平
行
に
残
り
一
つ
は
そ

こ
に
直
交
し
て
お
か
れ
て
、
変
化
を
出
し
て
い
る
。

人
物
モ
チ
ー
フ
は
左
上
に
中
宮
を
、
台
盤
を
挟
ん
で
右
斜
め
下
に
賄
い
を
す

る
女
房
、
そ
の
斜
め
右
下
に
後
方
か
ら
頭
部
だ
け
の
三
人
の
女
房
達
が
左
下
り

に
並
ん
で
、
五
人
が
「
く
」
の
字
型
に
描
か
れ
る
。
白
緑
で
塗
ら
れ
た
だ
け
の

畳
が
主
と
な
る
単
純
な
建
築
モ
チ
ー
フ
の
中
に
、
赤
い
台
盤
と
白
い
雲
装
束
に

黒
髪
の
女
房
達
が
「
く
」
の
字
型
と
「
逆
く
」
の
字
型
に
交
差
し
な
が
ら
並
ん

で
描
か
れ
た
、
緊
張
感
の
張
り
つ
め
た
画
面
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

幼
い
皇
子
を
抱
く
中
宮
と
い
う
特
定
の
人
物
が
存
在
す
る
が
、
頭
部
を
欠
く
表

現
で
あ
り
寧
ろ
、
中
央
の
交
差
の
真
ん
中
の
女
房
や
台
盤
上
に
視
点
が
注
が
れ

る
場
面
を
作
っ
て
い
る
。

４
、
御
膳
を
差
し
上
げ
お
わ
っ
た
場
面

画
面
を
右
上
か
ら
左
下
へ
斜
め
に
横
切
る
建
築
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
上
長
押
と

下
が
っ
た
御
簾
が
、
部
屋
内
外
の
二
空
間
を
明
確
に
作
り
出
し
て
い
る
。

右
下
の
室
内
に
は
四
人
の
女
房
達
が
向
き
合
っ
て
話
し
に
興
じ
て
い
る
。
人

物
モ
チ
ー
フ
は
、
右
下
端
で
一
塊
に
集
め
ら
れ
て
、
こ
の
空
間
を
填
め
る
。
一

方
、
左
上
の
庭
に
は
お
も
い
お
も
い
に
咲
き
乱
れ
た
前
栽
の
薄
や
萩
な
ど
が
ゆ

っ
た
り
と
描
か
れ
て
、
そ
の
上
空
に
藍
が
引
か
れ
る
。
人
物
も
自
然
も
、
建
築

モ
チ
ー
フ
が
作
り
出
し
た
別
々
の
空
間
に
、
建
築
モ
チ
ー
フ
に
寄
り
添
い
な
が

ら
も
自
分
達
の
世
界
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
解
放
さ
れ
た
安
堵
感
、
自
由
な
ゆ

と
り
の
あ
る
心
理
状
態
が
、
場
面
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

５
、
紫
式
部
が
夜
居
の
僧
に
話
し
掛
け
る
場
面

こ
の
段
も
横
幅
が
一
二
、
四
セ
ン
チ
と
狭
い
。
建
築
モ
チ
ー
フ
は
、
画
面
下

方
に
左
下
が
り
の
斜
線
に
上
長
押
と
御
簾
が
、
平
行
し
て
左
上
に
た
て
ら
れ
た

几
帳
が
描
か
れ
る
。
そ
の
間
に
、
屏
風
が
画
面
に
垂
直
な
位
置
に
描
か
れ
る
。

人
物
モ
チ
ー
フ
は
、
画
面
右
端
線
に
沿
っ
て
縦
に
と
下
方
の
上
長
押
の
斜
線

よ
り
上
に
横
に
と
な
ら
ん
で
い
る
。
縦
に
並
ん
だ
女
房
達
と
屏
風
を
挟
ん
で
横

に
並
ぶ
紫
式
部
と
僧
の
二
組
に
な
る
が
、
屏
風
と
女
房
達
が
画
面
の
縦
の
平
行

線
上
に
並
ぶ
事
に
な
っ
て
安
定
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
の
屏
風
は
建
築
も
し
く
は
環
境
モ
チ
ー
フ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
な

く
、
場
面
の
主
題
に
そ
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
建
築
モ
チ
ー
フ
の
斜
線
に

同
調
し
て
い
な
い
。

６
、
五
日
夜
の
賜
禄
の
場
面

建
築
モ
チ
ー
フ
が
左
上
が
り
斜
線
と
右
上
が
り
斜
線
と
が
画
面
上
端
で
交
差

す
る
よ
う
に
「
へ
」
の
字
型
に
折
れ
曲
が
る
高
欄
の
線
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
線
で
画
面
空
間
は
三
区
分
さ
れ
る
。
各
区
分
に
人
物
を
配
す
る
。
左
上
で

は
下
賜
さ
れ
る
衣
装
を
今
受
け
て
拝
礼
す
る
と
こ
ろ
が
、
右
上
で
は
下
賜
さ
れ

た
衣
装
を
肩
に
被
つ
ぎ
な
が
ら
退
出
す
る
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
る
。

こ
の
二
人
の
人
物
は
画
面
上
の
ほ
ぼ
同
じ
の
横
線
上
に
位
置
す
る
。
中
央
の
庭

の
下
端
に
も
二
人
の
人
物
が
や
は
り
同
一
横
線
上
に
位
置
す
る
。
そ
の
右
手
に

は
松
と
紅
葉
し
た
樹
木
が
並
ぶ
。
こ
の
横
線
上
に
並
ぶ
安
定
し
た
構
成
を
見
せ

る
人
物
達
は
互
い
に
背
を
向
け
合
う
た
め
に
、
画
面
の
中
心
が
つ
く
ら
れ
な
い

で
、
外
に
ひ
ろ
が
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

二
組
の
向
き
の
異
な
る
斜
線
に
よ
る
建
築
モ
チ
ー
フ
の
表
現
は
、
画
面
に
奥

行
き
や
動
き
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
人
物
や
自
然
モ
チ
ー
フ
は

同
一
横
線
上
に
配
置
さ
れ
て
、
安
定
的
に
構
成
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
見
ら
れ

る
。
建
築
モ
チ
ー
フ
に
対
す
る
新
し
い
視
点
や
試
み
に
対
し
て
、
人
物
・
自
然
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モ
チ
ー
フ
に
は
従
来
の
水
平
配
置
の
安
定
的
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、

人
物
間
の
視
線
が
全
く
向
き
合
わ
な
い
と
こ
ろ
は
物
語
絵
巻
の
新
し
い
一
面
を

見
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
段
の
人
物
も
特
定
で
き
な
い
。
（
黒
い
砲
を
着
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

四
位
以
上
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
）
ま
た
、
同
色
の
砲
の
二
人
が
、

緑
の
袷
と
赤
い
袴
の
同
じ
も
の
下
賜
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
一
人
物
説

さ
え
生
ま
れ
る
。
視
線
を
合
わ
せ
な
い
理
由
に
は
な
る
が
。

７
、
十
六
夜
の
夜
、
女
房
ら
の
舟
遊
び
の
場
面

画
面
左
端
に
建
物
の
僅
か
に
一
部
を
「
逆
く
」
の
字
型
に
見
せ
る
。
残
る
空

間
に
庭
を
広
く
と
る
。
建
物
の
端
か
ら
右
下
が
り
の
傾
斜
に
沿
っ
て
舟
が
一
隻

描
か
れ
る
。
舟
に
は
、
唐
破
風
の
屋
根
の
下
に
三
人
の
白
装
束
の
女
房
が
、
舳

先
と
艫
に
直
衣
姿
の
二
人
の
男
性
が
一
列
に
乗
っ
て
い
る
。
二
人
の
男
と
真
ん

中
の
女
房
が
画
面
左
下
方
を
見
て
他
の
二
人
は
ま
た
別
の
方
を
見
て
い
る
と
い

う
よ
う
に
視
線
が
か
み
あ
っ
て
い
な
い
。

残
り
の
庭
は
な
だ
ら
か
な
緑
の
土
岐
を
水
平
に
重
ね
、
群
青
の
水
面
も
横
に

伸
び
て
、
落
ち
着
い
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
上
空
に
は
銀
色
の
月
が
下
半
分

を
の
ぞ
か
せ
る
。
画
面
の
左
下
端
に
松
が
、
対
角
の
右
上
端
に
は
紅
葉
の
樹
木

が
描
か
れ
る
。
水
平
構
成
を
主
に
、
対
角
線
の
樹
木
で
変
化
付
け
た
も
の
で
あ

つ
く
》
Ｏ

斜
線
構
成
の
建
築
モ
チ
ー
フ
に
対
て
、
自
然
モ
チ
ー
フ
の
安
定
的
な
水
平
構

成
が
、
画
面
に
静
け
さ
を
作
り
出
し
て
い
る
。

８
、
土
御
門
第
の
北
門
外
の
場
面

こ
こ
も
画
面
横
幅
三
十
セ
ン
チ
の
狭
さ
で
あ
る
。

建
築
モ
チ
ー
フ
は
左
上
に
Ｖ
字
型
に
塀
と
開
い
た
門
が
描
か
れ
る
。
牛
車
が

三
台
、
二
つ
は
右
下
が
り
斜
線
に
、
一
つ
は
左
下
が
り
斜
線
に
配
置
さ
れ
る
。

前
者
は
二
台
が
平
行
に
な
り
な
が
ら
画
面
に
前
後
に
縦
に
重
な
っ
て
置
か
れ

る
。
他
の
一
台
は
そ
れ
に
直
交
す
る
方
向
に
牛
と
並
ん
で
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
段
は
横
に
並
ぶ
視
点
で
描
か
れ
た
も
の
が
な
い
。
人
物
は
牛
飼
と
、
画

面
右
下
端
の
従
者
だ
け
で
、
一
段
丸
々
建
築
モ
チ
ー
フ
だ
け
の
斜
線
構
成
の
画

面
で
あ
る
。
小
さ
い
画
面
で
は
あ
る
が
奥
行
き
の
感
じ
ら
れ
る
構
図
に
、
上
手

く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

９
、
七
日
夜
公
の
産
養
儀
で
の
中
宮
の
場
面

寝
殿
奥
へ
左
下
が
り
の
斜
線
に
導
か
れ
て
進
む
。
右
端
中
程
か
中
央
下
端
へ

上
長
押
と
御
簾
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
ら
が
画
面
下
端
へ
消
え
た
処
か
ら
今
度
は

上
部
に
、
御
帳
台
の
あ
る
奥
の
部
屋
の
御
簾
が
現
れ
る
。
細
長
い
画
面
に
右
か

ら
二
部
屋
ず
つ
を
、
う
ま
く
ず
ら
し
な
が
ら
奥
へ
と
視
線
を
移
動
さ
せ
る
。
視

線
が
、
畳
の
敷
か
れ
た
部
屋
の
中
を
斜
め
に
進
ん
だ
感
じ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

人
物
は
右
端
か
ら
斜
め
下
に
さ
が
り
、
再
び
左
上
へ
斜
め
に
上
が
る
。
一
番

奥
の
中
宮
へ
と
順
々
に
人
を
繋
ぎ
な
が
ら
、
視
線
を
進
め
る
。
人
物
の
画
面
上

で
の
位
置
は
同
一
横
線
上
に
、
上
か
ら
三
人
、
一
人
と
風
呂
敷
包
み
、
頭
部
の

み
と
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
二
部
屋
に
別
れ
て
い
る
事
と
、
中
央
に

包
み
を
な
か
に
し
て
三
人
の
女
房
が
縦
線
と
建
築
モ
チ
ー
フ
の
線
に
沿
っ
た
線

上
に
三
角
形
配
置
さ
れ
た
一
団
と
、
両
端
の
二
人
の
組
み
合
わ
せ
に
分
け
ら
れ

る
事
と
で
、
単
な
る
水
平
配
置
の
単
調
な
安
定
感
以
上
の
存
在
感
が
表
現
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
場
面
は
、
空
間
と
人
間
の
存
在
感
、
そ
の
間
の
移
動
と
い
う
動
勢
表
現

も
上
手
く
仕
上
げ
て
い
る
。
寝
殿
奥
と
い
う
閉
塞
感
を
右
端
の
襖
絵
の
自
然
描

写
が
和
ら
げ
た
上
に
、
直
線
で
構
成
さ
れ
た
室
内
モ
チ
ー
フ
の
硬
さ
を
人
物
の

衣
装
の
袖
の
丸
み
と
御
帳
台
上
の
帷
の
柔
ら
か
な
曲
線
が
和
ら
げ
て
い
る
。

Ⅱ
、
行
幸
準
備
で
道
長
が
龍
頭
鶴
首
舟
を
見
る
場
面

画
面
上
部
か
ら
大
き
く
差
し
出
し
た
Ｖ
字
形
の
建
築
モ
チ
ー
フ
は
大
胆
な
斜

線
構
成
が
見
ら
れ
る
。
画
面
左
に
二
隻
の
龍
頭
鶴
首
が
水
平
に
並
ぶ
。

Ｖ
字
形
の
先
端
に
立
つ
道
長
も
大
き
く
堂
々
と
し
て
い
る
。
舟
の
二
人
の
船

頭
は
垂
直
線
上
に
並
び
、
そ
の
一
人
と
道
長
は
同
一
水
平
線
上
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
人
物
モ
チ
ー
フ
は
水
平
・
垂
直
の
安
定
構
成
に
収
ま
っ
て
い
る
。
水
面

の
線
も
土
岐
も
水
平
に
引
か
れ
る
。

道
長
一
人
が
特
定
さ
れ
、
こ
の
場
の
主
人
公
と
い
う
の
に
相
応
し
く
大
き
く

表
現
さ
れ
て
い
る
。

皿
、
実
成
と
斉
信
が
紫
式
部
の
局
を
訪
れ
る
場
面

建
築
モ
チ
ー
フ
が
右
半
に
「
く
」
の
字
形
に
迫
り
出
す
。
實
子
縁
の
高
欄
が
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作
る
斜
線
構
成
で
あ
る
。
そ
の
右
に
下
り
た
格
子
と
妻
戸
で
内
外
の
二
空
間
を

分
け
る
。
こ
の
格
子
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
緤
色
の
直
衣
に
指
貫
姿
の
男
性

二
人
と
、
榿
色
の
表
着
に
赤
い
単
衣
の
女
房
と
長
押
越
し
の
榿
色
の
表
着
の
女

房
の
四
人
は
「
く
」
の
字
形
に
布
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
秋
草
が
咲
く
庭
の
土

玻
が
同
形
に
縁
を
そ
ろ
え
て
、
小
高
い
山
の
よ
う
な
緑
の
斜
面
を
並
べ
る
。
左

上
端
に
は
数
本
の
樹
木
が
立
つ
。

画
面
上
に
は
、
建
築
モ
チ
ー
フ
の
「
く
」
の
字
形
構
成
に
人
物
・
自
然
モ
チ

ー
フ
も
同
調
・
反
復
し
て
、
繰
り
返
し
の
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
い
る
。

喝
、
若
宮
五
十
日
祝
い
の
日
の
中
宮
の
御
前
の
場
面

画
面
左
端
中
程
か
ら
右
下
が
り
の
斜
線
で
下
辺
中
央
へ
と
上
長
押
と
御
簾
が

描
か
れ
る
。
長
押
の
線
が
下
辺
に
消
え
る
辺
り
か
ら
右
上
が
り
に
几
帳
が
上
辺

ま
で
続
く
が
、
途
中
に
は
柱
が
あ
る
の
で
本
来
は
上
長
押
の
あ
る
も
の
が
省
略

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
対
角
の
画
面
左
上
に
も
几
帳
が
あ
る
。

建
築
モ
チ
ー
フ
は
交
差
す
る
二
辺
に
よ
る
も
の
か
ら
、
更
に
一
辺
が
折
れ
曲
が

り
三
辺
を
使
う
「
．
」
の
字
形
へ
と
広
が
り
を
み
せ
た
。
こ
の
建
築
モ
チ
ー
フ

の
線
に
沿
う
よ
う
に
布
置
さ
れ
る
人
物
は
、
髪
を
上
げ
て
裳
唐
衣
の
正
装
を
し

て
い
る
。
「
．
」
の
字
形
の
内
側
に
も
う
一
つ
「
．
」
の
字
を
繰
り
返
し
て
中
心

の
御
膳
へ
向
け
て
矩
形
の
相
似
形
を
寸
法
を
落
と
し
な
が
ら
反
復
し
進
む
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
画
面
に
も
同
じ
形
の
繰
り
返
し
の
リ
ズ
ム
に
よ
る
構
成
が

み
ら
れ
る
。
右
下
の
女
房
は
髪
を
下
ろ
し
た
ま
ま
の
姿
で
あ
り
、
他
の
人
々
と

の
状
況
の
違
い
が
示
さ
れ
る
。
紫
式
部
の
状
況
を
絵
に
加
え
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
几
帳
の
向
こ
う
の
晴
の
世
界
と
、
手
前
の
蕊
の
世
界
の
二
世
界
が
同
じ
画

面
に
存
在
す
る
表
現
を
と
る
。

Ｍ
、
五
十
日
祝
の
儀
式
場
面

左
下
方
か
ら
上
長
押
が
右
下
が
り
に
か
か
れ
る
。
左
上
方
か
ら
は
ふ
す
ま
の

下
線
が
右
上
が
り
に
あ
る
。
そ
の
端
辺
り
か
ら
右
下
が
り
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た

御
簾
が
画
面
右
端
ま
で
続
く
。
御
簾
に
沿
っ
て
立
て
ら
れ
た
几
帳
の
手
前
に
若

君
を
抱
く
赤
の
唐
衣
を
着
た
殿
の
上
が
、
白
で
は
な
い
葡
萄
色
の
五
衣
に
蘇
芳

の
小
桂
の
中
宮
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
画
面
中
央
下
端
に
道
長
が
立
っ
て
若
宮

の
方
に
歩
い
て
行
く
と
こ
ろ
が
長
押
の
上
に
描
か
れ
る
。
右
下
端
に
一
人
の
女

房
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
画
面
の
中
で
も
人
物
達
は
建
築
モ
チ
ー
フ
に
平
行

に
並
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
特
に
主
要
な
三
人
は
大
き
く
三
角
に
布
置
さ
れ
て

い
て
画
面
の
中
心
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

妬
、
五
十
日
祝
の
響
応
、
上
達
部
が
取
り
次
ぐ
場
面

建
築
モ
チ
ー
フ
は
「
へ
」
の
字
形
の
高
欄
付
き
寶
子
縁
に
、
左
端
に
は
階
も

付
け
て
「
こ
」
の
字
形
に
な
っ
て
い
る
。
寶
子
縁
の
奥
の
掛
け
渡
さ
れ
た
御
簾
、

そ
の
後
方
に
立
て
連
ね
た
几
帳
の
下
か
ら
打
ち
出
衣
が
の
ぞ
く
。
几
帳
は
二
重

に
立
て
巡
ら
さ
れ
て
い
る
事
が
左
上
の
箇
所
で
知
ら
れ
る
。

画
面
右
端
か
ら
物
を
運
び
な
が
ら
、
黒
の
砲
に
冠
姿
の
殿
上
人
が
奥
へ
す
す

む
。
角
を
曲
が
る
と
同
じ
姿
の
人
物
が
手
に
紙
燭
の
よ
う
な
物
を
持
っ
て
向
か

っ
て
歩
い
て
く
る
。
左
端
の
階
の
上
に
は
二
人
の
殿
上
人
が
語
ら
っ
て
居
る
様

注
２

子
に
描
か
れ
る
。
こ
の
人
々
の
様
子
は
『
日
記
』
中
の
記
載
に
従
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
画
面
で
の
人
物
モ
チ
ー
フ
の
配
置
の
仕
方
は
、
建
築
モ
チ
ー
フ
に
沿

っ
て
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
々
は
互
い
に
向
き
合
い
、
関
係
を
持
つ
よ
う
に
表

現
さ
れ
る
。

直
線
使
い
が
主
な
建
築
モ
チ
ー
フ
と
肩
の
張
っ
た
強
装
束
の
か
た
さ
に
対
し

て
、
几
帳
の
野
筋
や
束
ね
ら
れ
た
裾
と
打
出
衣
の
袖
口
の
丸
味
の
曲
線
が
柔
ら

か
さ
を
画
面
に
だ
し
て
い
る
。
緊
張
感
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
優
し
さ
を
、
ま

た
男
性
の
束
帯
姿
の
黒
に
対
す
る
打
出
衣
の
華
や
か
な
色
合
い
と
い
う
よ
う

に
、
相
対
す
る
も
の
が
画
面
上
に
調
和
を
保
ち
な
が
ら
表
現
さ
れ
て
い
る
。

賂
、
五
十
日
祝
の
響
応

右
端
か
ら
左
上
が
り
に
斜
め
の
上
長
押
の
線
が
あ
る
。
こ
の
斜
線
に
平
行
に

高
欄
、
寶
子
縁
、
巻
き
上
げ
ら
れ
た
御
簾
、
布
の
上
げ
ら
れ
た
几
帳
、
庇
間
、

高
麗
縁
の
畳
、
左
端
の
上
長
押
と
下
ろ
さ
れ
た
御
簾
と
、
建
築
モ
チ
ー
フ
は
並

ん
で
構
成
さ
れ
る
。
御
簾
を
巻
き
上
げ
、
几
帳
も
上
げ
て
、
寶
子
と
庇
間
が
開

け
放
た
れ
て
い
る
。
人
物
も
、
こ
の
左
上
が
り
の
斜
線
に
沿
っ
て
並
ん
で
い
る
。

寶
子
に
は
黒
抱
の
二
人
と
青
い
抱
の
人
が
庇
を
向
い
て
並
ぶ
。
青
の
鞄
の
人
は

前
に
瓶
子
を
置
き
対
座
す
る
黒
抱
の
人
物
は
杯
を
手
に
し
て
い
る
。
そ
の
右
で

は
、
赤
い
単
衣
に
榿
系
の
雲
の
女
房
の
衣
数
を
数
え
て
い
る
黒
砲
の
人
が
画
面

下
端
に
描
か
れ
る
。
左
上
端
に
は
赤
い
蝶
紋
の
唐
衣
に
緑
系
の
五
衣
、
赤
い
表
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着
と
単
衣
の
女
房
に
戯
れ
か
け
る
黒
抱
の
人
が
居
る
。
人
々
は
視
線
を
互
い
に

向
け
合
っ
て
い
る
。
人
も
建
築
も
単
一
な
左
上
が
り
の
斜
線
構
成
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
安
定
感
が
あ
る
の
は
、
二
組
の
男
女
が
水
平
に
構
成
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
単
調
さ
を
救
う
の
は
、
青
の
砲
の
人
と
向
か
い
合
う
黒

抱
が
右
上
が
り
の
斜
線
を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
・
単
純
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、

十
分
計
算
さ
れ
た
構
成
で
画
面
は
作
ら
れ
て
い
る
。

Ⅳ
、
五
十
日
祝
の
夜
、
道
長
紫
式
部
に
和
歌
を
所
望
の
場
面

画
面
右
上
で
「
へ
」
の
字
に
折
れ
曲
が
る
室
内
の
縁
の
線
と
右
下
の
几
帳
の

上
線
で
「
こ
」
の
字
形
に
空
間
が
囲
わ
れ
る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
人
物
の
配
置
も

な
さ
れ
る
。
緑
の
唐
衣
に
赤
の
雲
、
そ
の
逆
の
色
組
の
衣
裳
の
二
人
の
女
房
は

左
下
端
に
並
ん
で
向
き
合
い
、
淡
緤
色
の
直
衣
の
道
長
は
そ
の
二
人
共
に
向
け

て
す
わ
っ
て
い
る
。
囲
わ
れ
た
建
築
空
間
に
相
似
に
人
物
も
配
置
構
成
さ
れ
て

い
る
。
一
三
、
二
セ
ン
チ
の
狭
い
幅
を
感
じ
さ
せ
な
い
場
面
で
あ
る
。

岨
、
臨
時
の
祭
の
使
い
教
通
の
御
前
の
儀
の
場
面

右
上
か
ら
左
下
が
り
斜
線
に
階
、
高
欄
、
實
子
縁
、
庇
と
続
き
、
左
上
端
に

几
帳
や
打
出
衣
を
み
せ
る
下
ろ
さ
れ
た
御
簾
で
お
わ
る
建
築
モ
チ
ー
フ
が
画
面

の
大
半
を
し
め
る
。
今
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
階
に
裾
を
長
く
引
い
て
位
冠
束
帯

姿
の
教
通
が
寶
子
上
に
立
っ
て
居
る
。
画
面
右
下
三
角
形
に
収
ま
っ
て
い
る
三

人
の
人
物
も
左
下
が
り
の
斜
線
に
沿
っ
て
置
か
れ
る
。
教
通
の
長
く
裾
を
引
く

姿
と
、
右
下
端
の
横
に
並
ん
だ
二
人
は
、
画
面
に
水
平
に
描
か
れ
て
い
る
。
階

の
下
の
画
面
奥
の
高
欄
も
水
平
に
描
こ
う
と
し
て
、
か
え
っ
て
階
の
形
を
崩
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。
逆
遠
近
法
的
な
描
写
の
建
築
モ
チ
ー
フ
は
平
行
に
並
ん
で

い
る
こ
と
が
形
の
崩
れ
の
よ
う
に
見
え
る
。
中
心
の
人
物
が
は
っ
き
り
し
た
場

面
で
は
あ
る
が
、
単
調
な
画
面
構
成
を
つ
く
っ
て
い
る
。

別
、
師
走
二
十
九
日
に
紫
式
部
参
る
場
面

二
十
、
三
セ
ン
チ
と
短
い
幅
の
画
面
が
、
右
上
が
り
に
ひ
か
れ
た
斜
線
の
上

長
押
と
し
っ
か
り
下
ろ
さ
れ
た
格
子
と
妻
戸
で
、
二
分
さ
れ
る
。
左
下
は
高
欄

付
き
實
子
縁
だ
け
が
描
か
れ
て
下
端
に
は
黒
く
塗
ら
れ
る
だ
け
の
部
分
も
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
右
上
は
女
房
達
が
四
人
程
居
て
赤
や
黄
の
衣
裳
が
明
る
く
暖

か
な
感
じ
に
塗
っ
て
あ
る
。

建
築
モ
チ
ー
フ
で
内
外
を
分
け
る
と
同
時
に
、
内
側
の
明
と
外
の
暗
や
闇
を

も
区
切
っ
て
い
る
。
小
さ
い
画
面
で
簡
単
な
構
図
で
あ
る
が
四
分
の
三
以
上
の

外
の
夜
の
暗
さ
静
か
さ
に
対
す
る
、
内
の
明
る
さ
暖
か
さ
賑
や
か
さ
の
印
象
が

強
く
打
ち
出
さ
れ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

別
、
風
の
涼
し
き
夕
暮
に
箏
弾
く
紫
式
部
の
場
面

右
端
か
ら
左
上
が
り
に
上
長
押
と
御
簾
を
斜
め
に
描
き
、
「
く
」
の
字
形
に
折

れ
曲
が
っ
た
縁
が
左
の
端
に
描
か
れ
る
。
右
上
隅
に
大
き
な
厨
子
が
上
か
ら
覗

き
込
む
よ
う
に
描
か
れ
る
。

寶
子
の
端
近
く
御
簾
を
巻
き
上
げ
た
内
に
、
箏
や
二
’
三
冊
の
冊
子
を
前
に

紫
式
部
が
、
茶
色
の
表
着
に
襲
姿
で
横
に
大
き
く
か
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
画
面
下
端
寶
子
上
と
御
簾
内
と
に
一
人
ず
つ
女
房
が
や
や
小
さ
な
姿
で
座

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
物
モ
チ
ー
フ
は
、
水
平
に
配
置
さ
れ
る
。

庭
に
は
樹
木
が
あ
り
、
緑
の
草
も
少
し
描
い
て
あ
る
が
樹
以
外
は
は
っ
き
り

し
な
い
・

建
築
モ
チ
ー
フ
の
画
面
へ
の
入
り
方
と
、
左
の
方
終
わ
り
方
と
で
一
貫
性
に

乏
し
い
不
安
定
さ
が
あ
る
。

塊
、
紫
式
部
中
宮
に
進
講
の
場
面

右
端
か
ら
左
上
が
り
の
板
敷
き
が
途
中
で
左
下
が
り
の
巻
き
上
げ
ら
れ
た
御

簾
と
交
わ
る
「
へ
」
の
字
形
に
、
建
築
モ
チ
ー
フ
は
構
成
さ
れ
る
。

左
奥
に
中
宮
が
座
り
、
対
座
し
て
紫
式
部
が
い
る
。
二
人
は
左
上
が
り
の
斜

め
の
線
に
沿
っ
て
並
ぶ
。
そ
の
横
に
は
几
帳
と
屏
風
が
平
行
し
て
置
か
れ
る
。

二
人
の
間
に
は
机
が
左
下
が
り
に
長
辺
を
と
っ
て
い
る
。

建
築
の
骨
組
み
は
「
へ
」
の
字
形
で
あ
る
が
そ
れ
は
生
か
さ
れ
な
い
。
そ
の

ほ
か
の
モ
チ
ー
フ
は
左
上
が
り
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
建
築
モ
チ
ー
フ

と
、
人
物
モ
チ
ー
フ
の
か
み
あ
い
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
・

羽
、
御
堂
法
会
後
の
舟
遊
び
の
場
面

画
面
右
端
か
ら
左
上
が
り
に
建
物
が
布
置
さ
れ
、
そ
の
右
端
か
ら
左
下
が
り

に
高
欄
が
置
か
れ
て
階
へ
続
き
、
「
逆
く
」
の
字
形
に
建
築
モ
チ
ー
フ
が
構
成
い

て
い
る
。
階
の
描
き
か
た
が
逆
遠
近
に
な
っ
て
い
る
の
で
一
段
の
幅
が
左
右
違

い
、
見
た
感
じ
違
和
感
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
池
に
下
り
る
階
の
左
の
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